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大
丼
＝
問
題
で
膠
着
の
リ
ニ
ア
新
幹
線

失
わ
れ
る
水
は
「微
量
」と
の
指
摘
も

Ｒ
東
海
が
建
設
し
て
い

る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
工
事
で
、
静
岡
県
を

流
れ
る
大
井
川
で
水
不
足
が
発
生
す
る

可
能
性
を
指
摘
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
問
題
を
巡
り
、
工
事
に
反
対
す
る
大

井
川
流
域
の
住
民
や
そ
の
意
向
を
受
け

た
静
岡
県
と
、
リ
ニ
ア
に
期
待
を
寄
せ

る
他
県
の
自
治
体
首
長
な
ど
早
期
の
建

設
を
望
む
人
々
と
の
間
で
溝
が
埋
ま
ら

ず
、議
論
が
平
行
線
を
た
ど
っ
て
い
る
。

毎
秒

２
立
方
肝
減
少

？

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
２
０
３
７
年

を
め
ど
に
東
京

。
品
川
―
大
阪
間
の
全

線
開
通
を
目
指
す
。

２７
年
に
は
品
川
―

名
古
屋
間
が
部
分
開
業
す
る
計
画
だ
。

全
長
２
８
６
キ
ロ
の
経
路
は
約
８
割
が
ト

ン
ネ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
経
路
は
静
岡

県
北
部
の
南
ア
ル
プ
ス
を
横
断
す
る
。

南
ア
ル
プ
ス
は
大
井
川
の
水
源
に
当
た

フ一
。

南
ア
ル
プ
ス
を
横
断
す
る
ト
ン
ネ
ル
エ
事
で
、
静
岡

県
が
水
の
流
出
を
懸
念
し
て
い
る
。

静
岡
県
内
の
路
線
延
長
は
１０
。
７

ロ
キ

で
２
カ
所
に
非
常
地
上
出
口
を
設
置
す

る
計
画
で
あ
る
。
静
岡
県
内
の
土
被
り

（地
表
面
か
ら
ト
ン
ネ
ル
天
丼
ま
で
の

垂
直
距
離
）
は
最
大
１
４
０
０
研

（こ

れ
ま
で
の
国
内
ト
ン
ネ
ル
エ
事
で
最
大

の
土
被
り
）
で
あ
る
。

こ
の
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
よ
っ

て
大
井
川
を
流
れ
る
水
の
量
が
減
る

（減
水
）
可
能
性
が
あ
る
。

静
岡
県
の
川
勝
平
太
知
事
は
、
Ｊ
Ｒ

東
海
が
１５
年
に
リ
エ
ア
新
幹
線
の
路
線

よ

し

む

ら

士
口
碁側

か
ず

な
り

和
就

（グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
オ
ー
タ

・
ジ
ャ
バ
ン
代
表
）

予
定
図
を
示
し
た
時
か
ら
、
「横
断
ト
ン

ネ
ル
で
大
井
川
が
枯
れ
る
Ｌ
大
井
川
の

水
は
静
岡
県
民
の
命
の
水
だ
」
と
強
硬

に
反
対
。
「リ
ニ
ア
の
水

・
全
量
戻
し
」

が
工
事
開
始
の
条
件
と
し
た
。

「リ
エ
ア
の
水

・
全
量
戻
し
」
と
は
何

か
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
１３
年
９
月
、
南
ア
ル

プ
ス
ト
ン
ネ
ル
エ
事
に
よ
り
大
井
川
の

河
川
流
量
が
毎
秒
２
立
方
房
減
少
す
る

と
の
推
定
を
示
し
た
。川
勝
知
事
は
「減

少
す
る
毎
秒
２
立
方
済
の
全
量
戻
し
」

を
主
張
、
工
事
の
着
工
を
認
め
な
い
方

―

・

一一一
一

一

一

一
一
一
一

針
を
示
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
は

‐８
年

１０
月

に

「
原
則
と
し
て

ト
ン
ネ
ル
湧
水

の
全
量
を
大
井

川
に
流
す
措
置

を
実
施
す
る
」

と
表
明
し
た
。

だ
が
、

‐９
年
８

月
に
は

「先
進

坑
が
つ
な
が
る
ま
で
の
工
事
期
間
中
、

山
梨
、
長
野
両
県
ヘ
ト
ン
ネ
ル
湧
水
が

流
出
し
、
一
定
期
間
は
水
を
戻
せ
な
い
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。

川
勝
氏
は
２２
年
５
月
１２
日
、
Ｊ
Ｒ
東

海
が
４
月
下
旬
に
新
た
に
示
し
た

「リ

ニ
ア
の
水

・
全
量
戻
し
」
案

（山
梨
側

の
工
事
で
出
た
水
を
大
井
川
に
戻
す
な

ど
の
方
法
）
に
対
し
、
「具
体
案
は
検
討

に
値
す
る
」
と
し
て
歩
み
寄
る
姿
勢
を

見
せ
た
が
、
静
岡
県
と
し
て
最
終
判
断

は
示
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
大
井
川
の
減
水
対
策
は
、

関
係
者
、
有
識
者
会
議
な
ど
で
過
去
数

十
回
に
わ
た
る
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
水
掛
け
論
の
応
酬
で
あ
っ
た
。

「ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
は

一
滴
た
り
と
も

県
外
に
渡
さ
な
い
」
と
主
張
す
る
川
勝

知
事
に
対
し
て
、
「一小
都
合
な
真
実
」
を

突
き
つ
け
た
リ
ニ
ア
推
進
派
も
い
た
。

不
都
合
な
真
実
と
は
、
大
井
川
の
源
流

部
に
あ
る
田
代
ダ
ム
で
あ
る
。
田
代
ダ

ム
は
１
９
２
８
年
、
大
井
川
源
流
部
の

標
高
１
３
８
０
房
地
点
に
建
設
さ
れ
、

ダ
ム
に
蓄
え
ら
れ
た
水
は
、
毎
秒
約
５

立
方
房
静
岡
県
か
ら
山
梨
県
へ
流
出
し

て
い
る
。

１９
年
１２
月
の
静
岡
県
議
会
で

桜
井
勝
郎
議
員
が
、
「知
事
が

『命
の

水
』
と
い
う
大
井
川
の
水
を
、
『
一
滴
た

り
と
も
渡
さ
な
い
』
と
言
い
な
が
ら
、

あ
の
田
代
ダ
ム
か
ら
山
梨
県
側
に
流
れ

て
い
る
水
も
、
知
事
の
言
葉
を
借
り
れ

大井川を横断するトンネルが問題に

(出所)編集部作成
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リニア新幹線

ば
、
『我
々
の
命
の
水
』
で
は
な
い
か
」

と
問
い
た
だ
し
た
。
桜
井
氏
は
具
体
的

に
、
①
ト
ン
ネ
ル
エ
事
に
よ
り
本
当
に

大
井
川
の
水
が
減
る
の
か
、
②
ト
ン
ネ

ル
エ
事
の
湧
水
は
そ
の
全
量
が
ト
ン
ネ

ル
エ
事
を
す
る
前
に
大
井
川
に
流
れ
て

い
た
の
か
―
―
な
ど
と
質
問
し
た
が
、

川
勝
知
事
か
ら
明
快
な
答
弁
は
な
か
っ

た
。湧

水

は
短
期

間
か

こ
の
よ
う
に
議
論
が
紛
糾
し
た
時
ほ

ど
、
原
点
に
戻
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
減
水
量
を
み
て
み
よ
う
。
Ｊ
Ｒ

東
海
が
示
し
た

「環
境
影
響
評
価
準
備

書
」
に
は

「覆
エ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
が

な
い
条
件
で
、
最
大
で
毎
秒
２
立
方
研

の
減
水
が
予
測
さ
れ
る
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
現
代
の
ト
ン
ネ
ル
エ
事
の

現
場
で
は
、
先
行
探
査
ボ
ー
リ
ン
グ
で

地
層
を
確
認
し
な
が
ら
掘
削
し
、
漏
水

圧
力
が
強
く
な
る
と
、
即
薬
液
を
注
入

し
地
層
を
固
め
、
ま
た
は
覆
エ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
よ
う
な
防
水
工
事
を
施
工
す

る
の
で
、大
量
の
出
水
は
考
え
に
く
い
。

素
掘
り
状
態
で
何
の
対
策
も
講
じ
な

け
れ
ば
最
大
毎
秒
２
立
方
研
の
水
が
失

わ
れ
る
、
と
あ
る
が
防
水
対
策
後
の
最

小
水
量
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
「何
の
対

策
も
し
な
け
れ
ば
最
大
毎
秒
２
立
方
房

の
減
水
」
が
す
べ
て
の
論
議
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
毎
秒
２
立
方
房
、
日
量

な
ら
１７
万
２
８
０
０
立
方
層
の
出
水
で

あ
り
工
事
不
可
能
な
数
値
で
あ
る
。

２‐
年
２
月
の
国
土
交
通
省
の
有
識
者

会
議
で
、
「水
文
学
」
す
な
わ
ち
地
球
の

水
循
環
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
沖
大

幹
東
京
大
教
授
は
、
ト
ン
ネ
ル
エ
事
で

県
外
へ
流
出
す
る
水
量

（最
大
で
５
０

０
万
立
方
研
）
に
つ
い
て
「非
常
に
微
々

た
る
値
で
し
か

な
い
可
能
性
が

あ
る
」
と
指
摘

し
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
上
流

の
神
座
地
区
の

河
川
水
量
は
平

均
１９
億
立
方
研

だ
が
、
そ
の
変

動
幅

は
プ

ラ

ス
・
マ
イ
ナ
ス

９
億
立
方
房
も

あ
る
。

変
動
幅
９
億

立
方
房
に
対
し

県
外
流
出
す
る

量
が
最
大
５
０

０
万
立
方
研
と

し
て
も
、
変
動

幅
の
０

・
５５
％

と
極
め
て
わ
ず

か
で
あ
り
、
リ

ニ
ア
エ
事
に
よ

る
県
外
流
出
量
は
、
県
内
の
変
動
幅
に

完
全
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
値
で
あ
る

と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
沖
教
授
は

「静
岡
県
は
、
リ

ニ
ア
エ
事
に
よ
る
県
外
流
出
量
を
大
き

な
問
題
と
し
て
い
る
が
、
利
水
安
定
の

た
め
の
変
動
幅
約
９
億
立
方
研
も
の
水

を
自
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
な
い
」
と
県
の
姿
勢
を
指

摘
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
国
の
有
識
者

会
議
の
意
見
も
、
川
勝
知
事
は

「中
立

性
が
疑
わ
れ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

半
世
紀
近
く
河
川
工
学
に
取
り
組
ん

で
き
た
あ
る
専
門
家
は
、
「静
岡
県
が
指

摘
す
る
よ
う
な
、
流
出
問
題
が
実
際
に

発
生
す
る
の
か
疑
問
だ
」
と
指
摘
す
る
。

山
岳
ト
ン
ネ
ル
や
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
掘

る
と
湧
水
が
あ
る
が
、
短
期
間
で
止
ま

る
と
い
う
。
そ
の
地
層
に
た
ま
つ
て
い

た
水
や
破
砕
帯
を
通
じ
て
水
圧
に
応
じ

た
湧
水
に
は
限
り
が
あ
る
。

ま
た
、
山
岳
を
構
成
す
る
岩
に
は
非

常
に
狭
い
ク
ラ
ッ
ク

（亀
裂
）
が
あ
り
、

そ
の
狭
い
亀
裂
を
地
下
水
が
流
れ
て
く

る
。
こ
の
流
れ
に
応
じ
、
粘
性
摩
擦
抵

抗
が
働
き
、
湧
水
を
止
め
る
働
き
を
す

る
と
い
つヽ
。
地
下
水
理
学
で

「損
失
水

頭
」
と
呼
ぶ
現
象
だ
。
日
本
国
内
に
は

１
万
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
が
、
「工

事
完
成
後
は
、
ほ
と
ん
ど
が

『し
み
出

す
程
度
の
湧
水
』
し
か
な
い
」
と
指
摘

し
た
。

水
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
、

人
命
に
直
接
か
か
わ
る
だ
け
に
、
し
ば

し
ば
関
係
者
の
感
情
が
直
接
反
映
さ
れ

や
す
い
傾
向
が
あ
る
。
大
井
川
の
水
問

題
を
決
着
さ
せ
る
に
は
、
流
域
住
民
と

そ
の
意
向
を
受
け
た
川
勝
知
事
ら
が
、

地
質
学
な
ど
の
専
門
家
の
意
見
に
十
分

に
耳
を
傾
け
た
上
で
、
冷
静
に
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
３

リニア中央新幹線の実験線車両

77 週干Jエコノミスト2022712

ヽ
　
ヽ

Ｉ

ン̈
ヽ

，
ヽゞ

ｔ
γ

＝̈

麒毅


